
公表 事業所における自己評価総括表

児童発達支援

〇事業所名 Reはーとてらす

〇保護者評価実施期間 令和８年1月13日～令和８年1月26日

〇保護者評価有効回答数 対象者数 １０ 回答数 ８

〇従業者評価実施期間 令和８年1月13日～令和８年1月26日
〇従業者評価有効回答数 対象者数 ５ 回答数 ５

〇事業者向け自己評価表作成日 令和８年1月８日

〇分析結果

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意図的に行って
いる取組等

さらに充実を図るための取組
等

1

毎日支援の振り返りにてお子様や支援状況の共
有を図ることができ、繋がりのある支援が出来て
いる。ひとり一人のお子様の状況や特性を把握
し、個別の対応や楽しい活動ができるように日々
心掛けている。

その子の特性に合わせて、活動場所
の環境設定が出来ている。他の子と
関わる際、活動内容によって時間を
ずらす、他の子の刺激にならないよう
にする等、都度話し合い対応してい
る

職員間での共通理解を深め
る、支援の幅を広げるため、
ミーティングの内容の検討や
勉強会の機会を増やしていき
たい。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因
等

改善に向けて必要な取組や工
夫が必要な点等

1 保護者支援や関係機関の連携をもっと密に図っ
ていかなければならないと思う。

会議の依頼や参加がタイムリーに出
来ないこともある。保護者向けの研
修会等の情報提供もできていない。

関係機関と連絡を取り合い、タ
イムリーに連携が取れるように
していく。
保護者支援として情報提供を
行っていく。


